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「face to faceを科学する」 月刊イベントマーケティング

納得の味？
　20号目の今回は、空間の特集だぁと展示・
商業施設などのいわゆるスペースデザインや
空間ディスプレイに携わる関係各社の動向を
取材していて、あぁ、このことかぁと思い出
した言葉がある。マーケティングの定義につ
いての話だ。
　マーケティングの定義は、ひとによってそ
れぞれ違うけれど、とあるマーケターのおひ

とりから「私の事業組織では、『既存価値の
切り口を変えて価値を拡大する、新しいこと
により新規価値を創造する』です」と言われ
た。いまも印象に残っているのは、実際にそ
のお言葉通り、BtoBの伝統的な製造業企業
でありながら、新規事業としてBtoCの玩具
を販売、新会社を設立したなどのニュースを
拝見して、有言実行なお言葉だったんだと腹

落ちしたからだと思う。
　今回の特集では、イベントマーケティング
のなかでも、心に働きかける重要な要素であ
る空間デザインを取り上げて、新しいアプ
ローチ手法について、空間づくり各社の取組
みの変化を聞いた。
　使い古された耳障りのいい言葉が響かず、
宣伝文句のメールマガジンが開封されないよ

うに、キレイやカッコイイだけの空間では人
を呼べない時代。どんな仕掛けや工夫が人を
集め、その場にいる時間を心地よくするのか。
　身に染みてわかる、膝を叩く、胸にストン
と落ちる、血が騒ぐなど、頭でわかるより身
体で理解する演出が鍵のようだ。

（表紙協力：NOMLAB, Ginger Design Studio、monopo,
Gogyo「Squeeze Music」＊詳細は２ページへ）
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連載は
最終回なんじゃよ
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体験価値をカタチにする空間づくり

音楽を味わう！？
NOMLAB

バーチャルと融合し
空間価値を向上
にぎわい空間研究所 　ピコ太郎が歌うPPAPがりん

ごとパイナップル味ではなく、
BABY METALのギミチョコも
甘いチョコレート味ではなかった
（驚！）…というのは、「Squeeze 
Music」での体験談だ。
　あの曲はどんな味？なんていう
問いに答える「Squeeze Music」
は、音楽の“味覚化”を提案したプ
ロダクト。最初のプロトタイプを
チームGogyoがMusic Hack Day 
Tokyo2015で制作し、グランプリ
を受賞した。現在は、Gogyoチー
ムの一員だった後藤映則さんが所
属するNOMLABのプロデュース
の も と、Ginger Design Studio、
monopo、Gogyo のメンバーの共
同開発でバージョンアップをしてい
る。
　後藤さんは「チームで掲げたプロ
ダクトの目的は、“音楽体験の拡張”
でした。視聴覚が中心だった音楽体
験に対し、味覚というシンプルで深

い体験価値を加えました」と、体験
はシンプルであるほど強くなると解
説する。
　仕組みは音楽の波形を感情データ
に置き換えるAPIで、100種ほど
に分析された感情を５つ（HAPPY、
EXC IT ING、ROMANTIC、 
SENTIMENTAL、SAD）に集約 。
その信号でモーターを制御すること
で、感情に基づいた味覚に置き換え
た５種類のジュースがモーター制御
で吸い上げられ、ミックスジュース
ができあがる。デジタル技術とアナ
ログなギミックの融合によって実現
した体験装置だ。
　こうしたR&Dによる新しい価値
の創造は、乃村工藝社が昨年スター
トしたNOMLAB設立のねらいの
一つだ。
　NOMLAB は、集客施設の企
画、設計から施工、運営まで手がけ
てきた乃村工藝社が昨年『デジタ
ルイノベーション× 場づくり』を

テーマに発足した、新しい集客創
造を目指すラボ。Nomura Open 
Innovation LABという名の通り、
様々なアーティストやテクノロジス
トと協働しながら、場づくりにおけ
るデジタルイノベーションとクリ
エーションに取り組んでいく社外を
巻き込んだ新たな試みとなる。
　後藤さんは乃村工藝社のなかで
も、プロジェクションマッピングや
サイネージなどデジタルコンテン
ツの制作を担っており、NOMLAB
には後藤さん同様、デジタルに強い
人財が集まる。
　「NOMLABが期待されているひ
とつとして、最先端のデジタルテク
ノロジーをいかに実空間と結びつけ
て、今までにない新たな場の付加価
値を生み出すということがありま
す。そしてその付加価値が全体の体
験ストーリーの中で機能し、点とし
てではなく線として繋がっている必
要があります」（後藤さん）
　「Squeeze Music」も一プロダク
トではなく、面白いコンテンツがあ
ることによって、集客の装置にな
り、そこに新しい場をつくるという
コンテンツ起点の場のつくり方と言
える。
　空間づくりのアプローチから、デ
ジタルな技術や手法を使って、実空
間でこれまで世の中になかった価値
や体験を味わえそうだ。

　イベントや商業施設の企画・空間
設計を行うフジヤは、リアル空間な
らではの“楽しさ・興奮・あたたか
さ・親しみやすさ”の価値と“にぎ
わい”を生むしかけを探求する「に
ぎわい空間研究所」を立上げ、昨年
４月から本格的に活動を開始した。
　２月14日には「にぎわい空間創
出FORUM2017」を開催。「リア
ル空間ならではの新価値創造に挑む
ファーストペンギンにスポットをあ
てた」と所長の中郡伸一さんが語る
ように、展示ホールではVR、デジ
タルサイネージ、最新映像機器など、
リアル空間を補完するテクノロジー
が展示された。
　基調講演でテーマパークプロ
デューサーの池澤守さんが、抜きん
出た体験価値という市場ニーズに応
える、リアルとバーチャルを融合し
たリバーチャル空間産業を提唱した。
　パネルディスカッションでは、リ
アルとバーチャルを融合した「なぞ
ともCafe新宿店」を手がけたナム
コの浦田健一さんは、ウェブサイト
やSNSとリアル店舗への集客が連
携し、継続的に集客する手法を説明。

アプリから指令があった場所に実際
に行き、謎解きをしながらドラマを
楽しむ「ロケなぞ」の事例も紹介。
　2.5次元を活用しファンが共感す
る妖怪ウオッチのショップづくりを
行ったBIGFACEの水野英明さん
は、世界観を店舗でどう再現するか
リアルの力を重要視していることを
強調。新店舗では白い壁に映像で色
付けし、短期間でリニューアルを繰
り返すことに挑戦したいと語った。
　SNSを活用し話題を呼ぶイベン
トづくりで肉フェスなどの集客を
行ったAATJの泉谷正達さんは、
入口付近に会場全体を見渡せるフォ
トスポットをつくる空間配置など、
参加者の発信を促すフォトジェニッ
クな場づくりの重要性を語った。
　リアルとバーチャルを融合した第
三の空間が、ディスプレイ企業の新
たな活動の場となりそうだ。

「Squeeze Music」：音楽の “ 味覚化 ” を可
能にするジュークボックス型プロダクツ。

「にぎわい空間創出FORUM2017」のパネルディスカッションでは、最新事例を共有

NOMLAB
デザイナー
後藤 映則さん

にぎわい空間研
究所 所長
中郡 伸一さん

event_contact@bravesoft .co.jp03-6809-6064資料請求 お問合せ
（ 平日 10:00 ～ 19:00 ）
株式会社ブレイブソフト

イベントス

「アップバイザーイベント」は「イベントス」に
サービス名が変更になりました！

https://eventos.tokyo/

表参道表参道
イルミネーションイルミネーション
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二度見させる仕掛け
丹青社クロスメディアインキュベートセンター
　先日横浜で行われた商業空間ビジ
ネス向けの展示会「SCビジネスフェ
ア2017」で、会期の３日間でもっと
も二度見されたブースと言ってもい
いのが、丹青社のブースだ。
　丹青社は、「まちの未来を描く～品
川から望む風景～」と題し、アーティ
ストのsense + KAZと丹青社の演
出技術チームによるライブペイント
で、３日間かけて作品を完成させた。
初見では動くアニメーションに気を
取られ、白い横長のキャンパスに映
像を映しているかのようにみえて、
どこか違和感を感じさせる。もう一
度よくみてみると、画面にペンで直
に描き足されていくパフォーマンス
が同時進行していて、リアルとデジ
タルの融合した世界に、すっと足が
引き込まれるという仕掛けだ。
「毎年出展し顔なじみのお客さまも多
いのですが、ライブペイントにまず
注目していただいたため、後からブー
スのロゴをみつけて、『あっ、丹青社

でしたか』と驚かれることが多くあ
りました」と、菅野敦夫さんは意図
が伝わったことを楽しそうに話す。
　このブースは、菅野さんが率いる
クロスメディアインキュベートセン
ターのメンバーが手がけた。この２
月に新設された、丹青社初の内装ハー
ド以外を武器にしたICT・演出技術
施策のセンターだ。
　「狙いは、商業、文化、パブリック、
ビジネス、ホスピタリティ、イベン
トといった、それぞれの空間領域に
おけるアイディアやノウハウを横断
的にプロデュースして付加価値の高
い提案をすること。たとえば博物館
での空間づくりで培ったノウハウを
メーカーショールームや店舗にも展
開する、空間づくりに別の切り口か
ら付加価値を与えるという試みです」
（菅野さん）
　またカテゴリー横断だけでなく、
最新技術を集合知化する部隊でもあ
る。プレゼンの時点から、パース図

にデジタルサイネージのCG動画を
はめこんで集客時のイメージも合わ
せて提案する、3Dウォークスルーに
よってひとの視点で空間を移動しな
がらシミュレーションができるように
提案もする。「先端技術を使ってクラ
イアントと絵を共有することで空間
のイメージが膨らみ、意思決定の早
さにつながっています」と菅野さん
は、その後のブラッシュアップにも
つながっていく表現技術による時短

を、“時間価値の向上”とし、積極的
に取り組んでいる。
　現在センターには33人が所属して
いるが、外部クリエイターや研究者
も引き込むことで、収益性を考える
文化施設や時間共有できる商業施設
など、空間づくりにイノベーションを
起こしそうだ。
　空間づくりって、つまり、そこで
どんな時間を過ごすのかということ。
時間に対する価値観の置き方も合わ

せて改革していこうとするスタイル
は、空間デザインの概念も拡張させ
るのではないだろうか。

丹青社 
クロスメディアインキュベートセンター 
センター長  菅野 敦夫さん

「まちの未来を描く～品川から望む風景～」エフェクトアニメーションは、描き上げたライブペイントのデータを丹青社本社にいる担当者
へ送り、街に明かりを灯けたり、花火を打ち上げたり、街に彩りを加える工程を遠距離操作でリアルタイムに進行した
ビジュアルデザイン：渡部由香／映像・CG：清水隆弘、平野友宏、五十嵐優作 /音響・ライブオペレーション：河村徹／アーティスト：
sense+KAZ

リアルとデジタル、危機感と変革、モノとコト、部分と全体、
空間のお仕事のいまをのぞくと体験価値様式にたどりつく。
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国際性と２階建てで
提供する体験を増幅
サクラインターナショナル

テクノロジー×感情のかけ算が最強
タケナカ／シムディレクト

＜日本と海外要素のバランスを＞
　外国籍の社員が多く、海外イベン
トや外国企業の国内イベント開催の
多くをサポートしているサクライン
ターナショナルは、日本を体感して
もらう空間づくりを得意とする。
　世界最大手の保険会社AIAの香
港法人がインテックス大阪でインセ
ンティブイベントを実施。盆踊りの
櫓や神輿、太鼓、屋台、お寿司のモ

　プロジェクションマッピングなど
映像で体験をプロデュースしている
タケナカの、映像や音響、ディスプ
レイなどがボーダレスになる新しい
空間づくりをみてみよう。
　タケナカの系列会社で空間演出を
手がけるシムディレクトの代表取締
役を務める長崎英樹さんは2月１日
にイベントJAPANで講演した。
　LEDの低価格化・高解像度化、
ホログラムの高精細化、センシング
技術の向上、ドローンの普及、３
DCGの進化、VRのイベント活用、

チーフなど、日本を楽しく体感して
もらうしかけが会場のあちらこちら
に用意されていた。
　参加者がこの世界観の中に没入す
るためには、コンクリートむき出し
の壁面をどうにかしなければいけな
い。高さ６メートルまでドレープ（ひ
だ付きの布地）で覆うという主催者
側の要望があったが、壁面からの
暖房を覆ってしまうため、配管を隠

自由視点映像といった技術向上によ
る新しい演出表現を紹介。“超リア
ルなバーチャル”という進化の方向
性を説明。
　一方、 “アイデアの複合化”でコ
ンテンツと受け手の関係性を変革さ
せる別の方向性も示唆した。
　たとえばテーマパークの強力な集
客力となっている“キャラクター”
の代替手段として、アート性と感情
表現をあげ、「テクノロジーと感情
の掛け算が最強」とした。
　また、プロジェクションマッピン
グの一般への認知が高まったため
に、かえってこれまでとくらべて「人
の気持ちに刺さらなくなった」。そ
こで、太陽の塔のイベントでは、来
場者が描いた絵が塔に映ったりパズ
ルゲームができたりと、“観る ”か

す案に修正した。また素材に価格の
安いターポリンを使用して予算内で
顧客が満足する装飾に仕上げた。サ
クラインターナショナルがインテッ
クスに事務所をもち会場の細かい仕
様まで熟知していることが功を奏し
た。それ以外にも吊りバナーやトラ
ス、システム壁、ステージ、映像、
照明、音響、電気、給排水、カーペッ
トなど10社以上の協力会社を取り
まとめ、会場準備を順調に進められ
たことも、高い評価をうけた。
　もう一つ鍵となったのが、広東語
だ。香港では北京語を話せる人も多
いが生活で使うのは広東語、リラッ
クスして楽しむことが目的のインセ
ンティブでは広東語の表記・案内が
必須だ。サクラインターナショナル
には広東語を話す社員が３人いて、
印刷物や会場内の表記だけでなく、
主催者との事前打ち合わせから現場
のフォローまで広東語で行い、細か
いニュアンスを伝えた。「安心して

ら“体験する”に変えたインタラク
ティブなしくみを加えた事例を紹介
した。
　デジタル映像と造作の物理的な動
きの組合せも、存在感を強調する手
段の一つだという。
　SNS時代の潮流として、主催者
側がコンテンツを提供するのではな
く、参加者が自らコンテンツをつく
る環境を主催者が整えるというイベ
ントのあり方をあげ、そのキーワー
ドとして『リア充をアピールしたい』
という心理の活用が重要と語った。
　体感の鍵となる世界観の構築につ
いては、一場面を切り取るのではな
く、空間全体のデザインが必要とし
て、来場者の動線を面で捉えて一体
感の演出した新江ノ島水族館での事
例を紹介した。

できた」「任せてよかった」と参加者・
主催者の満足度が高かった。
　自国の言葉で日本の本物に触れる
という体験の提供が、海外からの参
加者に評判だった。
＜下から見ただけではわからない＞
　工場や倉庫の作業領域を使わずに
天井のスペースを使って部材や製品
を運ぶ天井搬送システム。国際物流
総合展に出展した村田機械のブース
では、倉庫にある大きなラックから
当該商品をピックアップし、それを

　今後の演出手法のキーワードとし
て、視覚、聴覚、嗅覚、触覚、味覚
という、五感に訴える感覚テクノロ
ジーのデザインをあげた。最終的に

人の心を動かすのは、体感できる
“モノ ”だとして、デジタルとアナ
ログが融合した空間づくりを提唱し
た。

配送ラインへと運ぶデモンストレー
ションを展示会場で見せる展示プラ
ンだった。３～４mの高さを周回
する搬送装置を、下から見上げるだ
けでなく機器と同じ高さでみせるた
め、２階建てブース「E2-DOUBLE 
DECKER」でブースを構築した。
近くで機器の細かな動きをチェック
したり、上下の動作を確認したりと、
カタログや動画では表現できない、
リアル３次元で体感するデモンスト
レーションをつくりあげた

屋台にも広東語を表記し、わかりやすさと非日常を両立 ２階建てブースから搬送機械と同じ高さで見るという貴重な体験を提供した

上）新江ノ島水族館
では、デジタル映像
は魚の引き立て役と
して、空間全体を調
和させた。
右）柔らかい壁を押
すと映像が動くしか
けで、触覚と視覚に
はたらきかける。

 鍾華
（チョン・ワ）さん

シムディレクト
代表取締役
長崎英樹さん

どのようなことでもお気軽にお問い合わせ下さい
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－－昨年末のAllworld Exhibitions買収
のニュースは、世界の展示会ビジネスにとっ
て大きな出来事でした。UBM社のねらいは
イブ　UBMグループ全体にとって、ま
たUBMAsia を統括してきた私として
もAllworld Exhibitions を買収できたこ
とはうれしいニュースでした。Allworld 
Exhibitionsがもつ展示会は9つの産業分野
で51件を数え、東南アジア市場での優位性
を強化したいと考えてきたUBM社にとって、
大きな意味があります。
　1990年代まで、UBMグループは米国と欧
州が中心でした。90年後半になって、中国・
香港にUBM Asiaの拠点を置き、中国市場
を拡大しました。2006年にはインドオフィス
も開設し、2010年の段階でUBM社は民間
の見本市会社で中国・インドともに売上ベー
スでトップになっています。
　中国・インドでの実績をつくり、次なる市
場は東南アジアでした。マレーシアで家具や
水関連、家畜関連の展示会を買収、ベトナ
ムやフィリピンでも展示会をいくつか立ち上
げました。特にインドネシアはGDP５％台
とポテンシャルがあり、４年をかけて展示会
事業を開拓してきました。一方で、インドネ
シアには大手のAllworld Exhibitionsがい
たこと、展示会場もほぼ埋まっている状態で
あったことで、UBM社の進出が苦戦してい
たところでもありました。そのようななか、
昨年夏にコンペがあり、年末の発表にあった
ように買収が決まったというのが経緯です。
インドネシアでは、展示会場の新設も予定さ
れており、今後の展開に期待しています。

－－Allworld Exhibitionsのもっていた
展示会で、成長が見込めそうなものやUBM
社にとって影響のあったことは
イブ　「ProPak」「Electric」「MEOS（Middle 
East Oil & Gas Show and Conference）」
などたくさんありますが、なかでも国際通信
情報テクノロジーの展示会で「Communic 
Asia」はインドネシアでも2016年に初開催
し成功しています。「Broadcast Asia」も成
長の見込める非常に面白い展示会です。
　また、今回の買収によって、これまで
UBMにはなかった中東の展示会をもった
ことは大きいですね。こうしたEmerging 
Marketsと呼ばれる分野を伸ばすことができ
ました。
－ Allwor ld 
Exhibitions 買 収
によって、UBMジャ
パンが開催する展示
会に影響はあるので
しょうか
イブ　いまのところ、
日本で開催する展示
会はありませんが、
東南アジアの展示会
の件数は大きくふえ
ま し た。Allworld 
Exhibitions の日本
代理店は買収後もそ
のままの体制で引き
継がれますので、手
を組んで海外進出す
る日本企業をふやし

ていきたですね。
－－UBMジャパンで長年日本の展示会も開
拓されていますが、今年の新展開について、
またアジア市場を長くみてこられた経験か
ら、世界やアジアからみた日本市場・日本の
展示会産業の展望についてお聞かせください
イブ　UBMジャパンでは、2017 年に新
しくファッションビジネスの展示会「IFF 
MAGIC JAPAN」、ライセンサーとライセ
ンシーをつなぐ展示会「Licensing Expo 
Japan」（4／ 26～ 28、東京ビッグサイト）
という２本の新規展示会を用意しています。
　日本は海外企業にとってチャレンジすべき
成長市場です。日本企業とのビジネスでは
ファーストステップに時間を要することもあ
るかと思いますが、信頼できる企業が多い。
グローバルネットワークを持つUBMではそ
のメリットを活かし、展示会で日本と世界を
つなげていきたいと思っています。

　群馬県は2月7日、一般会計7245億円の予
算案を発表。未来への投資の目玉として、2020
年運用開始を目指す群馬県コンベンション施設
の建設予算が初めて計上された。概算事業費は
280億円の予定、そのうち平成29年度当初予
算では、2億3070万円が計上された。
　昨年12月に公表された基本設計によると、高
崎市岩押町内の競馬場跡地に地上4階建ての
延べ床面積1万9210平米の展示施設と延べ床
面積1万3065平米の会議施設の２棟合わせて
3万2275平米。2013台収容の駐車場を備える
予定。施設の基本設計概要版は群馬県のウェ
ブ サイト（http://www.pref.gunma.jp/07/
ay0100057.html）からダウンロードできる。

        Allworld Exhibitions 買収で

東南アジア市場での優位性を強化
UBMジャパン　代表取締役社長
クリストファー・イブさん

UBM社

　昨年 12 月に Allworld Exhibitions を買収した、英国に本社を置くB2Bメ
ディア企業UBM 社。Allworld Exhibitions はアジアを中心に11か国に食品、
パッケージング、石油・ガス開発、ジュエリーなど、9つの産業分野で51のト
レードショーを所有する展示会主催会社だ。世界の展示会産業の中で、UBM グ
ループの存在感が増すなか、UBM ジャパン代表のクリストファー・イブ氏に、
UBM ジャパンへの影響、2017年以降の日本の展示会ビジネスの展望を聞いた。

１年以内に展示会に出る企業の
 経営者様、出展責任者様が絶対に参加すべき 

「出展コストの33倍売る！
　　　展示会営業™セミナー」
成果が変わる ! 30のチェックリスト プレゼント
講師：中小企業診断士　清永健一（amazonで 2冊分野別1位の著者）
日時：複数日程あり。13:30～ 16:30 　場所：Biz 新宿（西新宿駅5分）　
主催：㈱ピュア・コンサルティング　03-4400-8883

※紹介者欄に「イベントマーケティング特典」と記入すると参加料が3,000円になります。

からお申し込み下さい展示会営業　 急所 検 索

展示会
営業TM

特典

事業費280億円群馬県コンベン
ション施設建設予算計上へ

ベニュー探訪　
与那原はよなよな

　沖縄に新しいMICE施設が誕生します。
2020年 9月に本島南東部の与那原町という
面積5.02km2という小さな町に約4万㎡の
施設建設が決まりました。
　これまで沖縄本島の観光地や施設は西海岸
中心に開発されており、沖縄本島東部の発展
へと地元の大きな期待を背負っております。
　施設を地元の活性化に繋げるには、いろい
ろなことが必要です。イベントの誘致や観光
促進活動、宿泊や交通などのインフラ整備、
おもてなしメニューの作成などなど、与那原
町にはタスクと課題がたくさんあります。受
入整備コンテンツづくりへのアドバイス、そ
して情報発信の役目も兼ねたMPI Japanの
視察ツアーに参加してきたので、まずは沖縄
MICE施設からベニュー探訪をはじめます。
体験レポートや
施設への提言を
お届けします。
今月は本題に
入れませんでし
た。（田中）

施設構成
区分 施設 展示場

面積
備考

展示
施設

多目的
展示施設

10000㎡ 最終目標を 20,000㎡
程度とする

区分 施設 面積 収容人数 室数 合計

会議
施設

メインホール 1,341㎡ 1,000 人 1 1,341㎡

大会議室 643㎡ 500 人 1 643㎡

中会議室 304㎡ 200 人 4 1,216㎡

小会議室 75㎡ 40 人 4 300㎡
合計 ー 2,460 人 10 3,500㎡
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株式会社　鈴木電機
〒111-0033　東京都台東区花川戸 2-12-5
TEL 03(3842)8201（代） FAX03(3845)3040
URL : http : //www.suzukidenki.co.jp

電力
処理能力63

100％

需要

うちが何の仕事を
しているかこれで
伝わるかな？

施設やイベント会場の
ポテンシャルと、企画
者の演出ニーズに合わ
せた電力設計をする、
と補足しておきます。

資金をつくる巻込み方のノウハウな
どが基盤となり、VCとして独立し
た。両角さんが次にしたかったこと
は、出身地である福岡で起業家をふ
やすことだ。特に学生の起業支援を
したいのだという。
「就職で福岡を離れてしまう学生が多
い。選択肢の一つとして起業がある
ことも知ってほしい」と、海外では
技術ベースでの学生起業家が多く、
大学数も多い福岡にはポテンシャル
があると話す。
　今回主催する「TORYUMON」
は、九州の学生を対象とし、登壇者
にはCAMPFIRE 代表の家入一真
氏や短期集中プログラミングキャン
プTECH::CAMPを設立したdiv代
表の真子就有氏など福岡出身の起業
家、福岡発ベンチャーの株式会社ヌー
ラボ代表橋本正徳氏、ウミーベ代表
のカズワタベ氏、そして、最近福岡
オフィス開設を発表したメルカリ代
表の山田進太郎氏など、18名の豪華
なメンバーが集まる。
　起業家が少ない現状について両
角さんは「福岡では起業する学生が
周囲に少なく、起業家との接点がな
いことでハードルを勝手に上げてし
まっている」と起業に触れる場がな
いと指摘する。「TORYUMON」で
は起業した背景や起業家の雰囲気、
感情など、ネットやSNSのテキスト

F Ventures代表
両角 将太さん
（会場となる The Company にて撮影）

Interview with Event Organizers
#5

TORYUMON

　九州を中心とした学生向けの起業
促進イベント「TORYUMON」が、
３月18日に福岡で開催される。
　主催は、シード・アーリースター
トアップの出資を事業とするベン
チャーキャピタルF Ventures。代
表の両角将太さんは、昨年２月に福
岡でVCを立ち上げるまで、サムラ
イインキュベートに在籍、起業家向
けのベンチャー支援イベントを年間
200本こなしていたという。
「当時もいまも、イベントを運営して
いるというよりも、イベントというス
タイルでコミュニティをつくる、とい

うアプローチをしています」（両角さ
ん）
　ベンチャーイベントはいまでこそ
渋谷や六本木、五反田と場所も広が
りをみせ、毎日のように開催される
ようになったが、両角さんがはじめ
た頃は黎明期。天王洲という立地に
もかかわらず集客し、年間200本
の定期運営ができるまで、起業家と
支援企業のハブを育てた経験を持
つ。大きな成果の一例には、IBM 
BlueHubにつながった提案がある。
　ここでのベンチャー企業・大企業
とのつながりや、リソースとなる人材・

Event Summary
TORYUMON
2017年 3月18日（土）10:00-20:00
The Company（福岡市博多区）
対象：九州を中心とした起業・スタート アッ
プに関心のある学生、学生起業家など
想定規模： ～ 200名 
主催：F Ventures

情報では抜け落ちてしまう生の情報
に触れることで、起業に興味を持っ
てもらえればと期待する。起業家に
は学生時代の話もしてもらうなど親
近感を高める内容となりそうだ。
「起業家は守るものが少ない若い人
からという持論もあります。まずは
『TORYUMON』で生の情報に触れ
る、興味のきっかけをつくる場づく
りからはじめて、福岡に学生起業家
のムーブメントをつくりたい。世界に
羽ばたく起業家を福岡、九州から輩
出し、西から風が吹くと言われたい
ですね」

接点つくり、ハードルを下げる

「顧客視点の企業戦略 -アン
バサダープログラム的思考 -」
　顧客視点のマーケティングを実
現したアンバサダープログラムの
考え方を軸に、マス・マーケティ
ングと両輪で機能させる、もう一
つのマーケティング、真の顧客視
点戦略についてまとめた書籍。
　ソーシャルメディアの普及によっ
てマス時代のやり方の見直しが求め
られているという感覚や、直接企業
と顧客がコミュニケーションできる
時代の楽しさを感じる一冊となって
いる。

著者：藤崎実、徳力基彦
出版社：宣伝会議    
1,800円（税別）

［ 書 籍 紹介］

ソーシャルメディア時代の
可能性を感じる一冊

集い、交わる場（中規模スペース・ベニュー/イベント主催者）を企画・運営す
るひとたちが集まって、ぺちゃくちゃおしゃべりしながら、よりよいベニュー
づくりを考えるコミュニティ
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３日
MarkeZine Day 2017 Spring

＠SMBCホール
7日
2017第53回マーケティング総合
大会
＠東京コンファレンスセンター・品川
８日
MARKETING NATION 
＠六本木アカデミーヒルズタワーホール
８・９日
サステナブル・ブランド国際会議
2017東京

＠東京ミッドタウン・ホール
10～19日
SXSW（サウス･バイ･サウスウ
エスト）

＠米国オースティン
22日
Microsoft Innovation Day 2017 

@大崎ブライトコアホール
23日 
SENSORS IGNITION 2017

@虎ノ門ヒルズ
29～30日 
Slush Tokyo

＠東京ビッグサイト

       その他のイベントはWEBで

庭山 一郎
シンフォニーマーケティング株式会社
代表取締役

国内外の企業にマー
ケティングサービス
を提供するかたわ
ら、メディアに多数
執筆し、実践に基づ
いた手法やノウハウ
を発信している。

前田考歩
株式会社フレイ・スリー
プロジェクトエディター
プロジェクトマネージャー

プロジェクト運営に編集的な視点や技法を
持ち込んだ「プロジェクトエディティング」
を提唱。ブース企画・行動フロー、獲得し
た名刺のフォローなどを解説する『展示会
戦』を全国で開催。2人の娘をもつ父で、
ブログ『育児のアーティファクト』も執筆し
ている。

B to B マーケター庭山一郎から見た
展示会エトセトラ

　実は、私の会社も年に数回、国内の
展示会に出展します。BtoBに特化し
たマーケティング会社なので、未来の
顧客との出会いを求めて、展示会を選
定し、出展し、名刺やバーコードデー
タを収集し、それをナーチャリングし
ています。
　そんな立場で、海外のマーケティン
グイベントを見て思うことは、主催者
が多様化しているため、出展者のニー
ズに応じた選択肢が多いということで
す。
　マーケティング会社が出展（ス
ポンサー）を検討するイベントを主
催者でカテゴリーするとsalesforce.
com、Oracle、Marketo、HubSpot
などマーケティング系の製品を持つ
企業が開催する【ソリューションベン
ダー系】、Gartner、SiriusDecisions、
Forresterなどのリサーチ＆アドバイ

　はじめまして、フレイ・スリーの前
田です。ネット×リアルなデジタル広告
会社でのクリエイティブ業務経験を元
に、展示会の出展ブース企画の担当に
なった方に向けて、フレームワークを
用いた情報編集術を紹介します。
　第１回目は、展示会の出展って大変
な作業ですよね、という出展企画担当
者あるあるなお話です。なかでも、ブー
スに展示する商品を、いかに魅力的に
配置し、来場者に興味を持ってもらえ
るような装飾を施し、気持ちよく名刺
交換やアンケートに応じてくれるように
するのは、出展計画における最大の注
力事項です。展示会の成果目標は、見

ザリーファームが主催する【アドバ
イザリーファーム系】、DMA（Data 
& Marketing Association）、BMA
（Business Marketing Association）
などの協会団体が主催する【協会系】、
そしてDemand Gen Report、BtoB 
Onlineなどの業界メディアが主催する
【メディア系】などがあります。
　ソリューションベンダー系は大規模
で参加者が多く、リードの「数」を集
めるには最適ですし、イベントの作り
も展示会（Trade show）に近く、ブー
ス運営中心のオペレーションになりま
す。数万人規模で開催される事が多い
ので、開催できる会場もサンフランシ
スコのモスコーニュやラスベガスなど
に限定され、その時期の周辺のホテル
の価格は急騰し、航空機の予約が難し
くなるほどです。
　これに対して、アドバイザリーファー

込客獲得や新商品PRなど様 で々すが、
それを達成するにはまず自社ブースに
入ってきてもらうことが必要ですよね。
来場者に自社のブースに足を踏み入れ
てもらうには、どのようなブースをつ
くることができるかに懸かっています。
　　しかし、出展すること自体の業務
負荷や多忙さから、展示会主催会社が
お勧めするスタンダードプランを安易
に選んでしまってはいませんか？
　スタンダードプランというのは、必

ム系や協会系は、ひとまわり小さく、
多くても2000人程度の規模ですから、
大型ホテル併設のコンベンション施設
であれば開催は可能です。米国はそれ
ぞれの州にコンベンションセンターを
持っていますから、毎年開催場所を変
えるイベントもあるほどです。カンファ
レンス中心のイベントですから、主催
者のリサーチャーが研究した内容の
セッションが中心で、スポンサーブー
スは小さく、多くの場合はパネル一枚
が掲示できる壁面と、その前の小さな
丸テーブルという小間割りです。出展
者の多くはケーススタディやセミナー
などのセッションを持ち、セッション
とブースの両方でエグゼクティブとの
ネットワーク、つまり「質」の高いリー
ドを収集します。
　メディア系は、さらにひとまわり小
さく、学術会議に近いコンベンション

要最低限の展示のための設備でしかな
く、当然ながら自社商品の展示に最適
化されている訳ではありません。そこ
で、最初に提言したいのが、ブースで
は、「自社製品の導入に効果のあった体
験を再現しよう」ということです。
　数あるブース群から、来場者（ター
ゲット）に足を踏み入れてもらうため、
届けたい展示商品の情報を取捨し、際
立たせ、関心を持ってもらうため、わ
かりやすく届ける必要があります。

　それを行うためのフレームワークが
上図です。

形式が多く、多くの場合ブースコーナー
は持たず、スポンサー企業もセッショ
ンだけ、という感じです。
　こうしたニーズに合わせたイベント
を選択できる欧米からみると、日本は
主催者もイベントの種類も限定され、
さらにエグゼクティブを集めるような
イベントは存在しません。MICEと言
いながら出展者数や来場数だけを競う
Trade Show一辺倒では、ビジネスの
ニーズを満たすことは難しいと私は考
えています。

イベントの多様化へ
【最終回】

3 月のセミナー・イベント
イベンター・マーケター向け

次号予告  21号は3月31日発行

展示会の
ブース企画方法

#01　出展企画者あるある
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　周知の事実ですが、イベントへの
テクノロジー導入はすでに潮流に
なっていると感じています。一つは
マーケティング視点での要望です。
これまでのように、キレイに、かっ
こよく、とか楽しいだけではダメ
で、効果測定（ROI）や指標（KPI）、
を問われるようになってきました。
むずかしいテーマですが、どうせや

るなら、早くトライして優位に立つ
方が得策だと考えています。
　もう一つは集客や拡散、イベント
前後のユーザーとの接点づくりなど
を目的にしたものです。とくにプロ
モーションイベントは常に新しい演
出が求められることに加え、短期
的、長期的な結果を強く期待される
だけに、テクノロジーは興味喚起の
ギミックの一つだけではなく、次の
プロモーションアクションに進める

布石としても期待されている面があ
ります。
　わたしはもともとギークというか
ナードというか、個人的にテクノロ
ジーに興味があって、海外の展示会
やベンチャーイベント、クラウド
ファンディングなどで最新情報は常
にチェックしています。
　EVENTTECHには実際に買い
付けすることを目的に参加しまし
た。北米ではビジネススキームとし

て成立しているものでも、日本では
出回ってないものも多く、そこに
チャンスがあると感じたからです。
たとえクライアントワークで採用さ
れなくても、新しいものをもってる
弊社のポテンシャルを感じてもらう
だけでもブランディングになるで
しょう。新しいテクノロジーに寛容
なBtoCで先に導入してからBtoB
でも活用できるのではないかと考え
ています。

メタファー、他のモノ、
場所で言い換えてみる。

際立たせた情報を体験する・プレゼ
ンテーションするに相応しい場所・
人・道具を選ぶ。場所・人・道具
のどれか一つを選べば連想が可能

例）
撮影スタジオ、銀行窓口、バー
カウンター、教室、病院の診
察室（保健室）、ホテルのラ
ウンジ・カウンター、コクピッ
ト、カフェ、家電量販店、書
店・図書館、テレビショッピ
ングスタジオ、美術館、ギャ
ラリー、刑務所、教会など

視点、語り手、立場、主
語、時代を置き換える。

実体・形のないサービス
等を表現するのに有効。

自社、他社製品との比
較を行う。

調査、検証を行って体験
してもらう。

大げさに表現してみる。
強調。過度の表現は注
意が必要。

全体を構成する部分 , パーツ , 世界観など

性能、効力、可能性、ベネフィット

商品名、コピー、想定ユーザー,種別など

選択肢が
必要なんじゃよ 　日本能率協会は、社会価値を生み

出す持続的な経営・組織・人づくり
の取組みを表彰するKAIKAアワー
ドを発表。イベント業界から丹青社の
「人づくりプロジェクト自ら育ち、共に
育ち続ける組織・場作りの実践」が
KAIKA賞を受賞した。社内外のデ
ザイナーと新入社員がチームとなって
価値創造をする取組みが評価された。
大賞は千代田設備とリベラルが受賞。

　2月3日、幕張メッセ国際展示場
11ホールで行われていた、専門学校
の卒業・進級制作展で13時28分に
火災が発生。13時35分にはイベント
スタッフにより消火された。来場者の
避難誘導も迅速に行われた。

　先日バンクオブアメリカ・メリ
ルリンチを退職した山本牧子氏
が、株式会社Finesse Hospitality 
Managementを設立。イベントプラ
ンニングのほかコンサルティング、研
修などを手がける。MPI Japanの会
長職は継続する。

丹青社の人材育成が受賞
日本能率協会KAIKAアワード

幕張メッセ火災で迅速な
対応

MPIJapan山本会長が
会社設立

フロンティアインターナショナル
山中 良悦さん

＜特集＞
ベニュー最新事情（仮）ほか

TECH番長が行く
その１

EVENTTECH
への道
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次回から、３つのMで企画するフレームワークの使用方法と、実際にこのフレームワークを使用した業界、商品別のブー
ス企画例を紹介していきます！

要 素

1つ選んで記入

機 能

属 性
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ライブ体験を拡張するアイデアが集結
　～LIVE MUSIC HACKASONG～

　1月26日、ビルボードライブ東京
で「LIVE MUSIC HACKASONG」
の最終発表と表彰式が行われた。
　ライブとテクノロジーを組合わせ
ることで生まれる、新たな演出技術
や疑似体験などの技術やアイデアを
競うもの。今回は最終選考に残った
10組が５分間のプレゼンを行った。
　審査員は委員長の慶應義塾大学大
学院メディアデザイン研究科教授の
中村伊知哉氏のほか、第一線で活躍
する音楽関係者、司会はタレントの
カラテカ入江慎也氏が務めた。
　Dentsu Lab Tokyo、東芝、Napster、
レコチョクの４社が技術提供をした
こと、昨年11月からの３か月にわ
たる長期間の実施ということもあり、
実現性が高く、熟成されたアイデア
が見られた。
　最優秀賞に選ばれたのは、チーム・
ライブアースの「アーティストのため
のライブ動画自動撮影配信システム
LiveCJ」。複数のカメラで撮影した
ライブ収録のスイッチングをリアル
タイムに自動で行う。音源をアルゴ
リズムで解析して、どの楽器にフォー
カスするかを判断する。プレゼンで
はMusilogue Bandの生演奏のよう
すをリアルタイムでカメラ割りした映
像をスクリーンに投影した。審査員
から「ライブ映像をプロモーション
ビデオにするのは手間も予算もかか
るが、自動でできるのはすごい。全
国のライブハウスとかでも導入され
そうだ」、「映像も歯切れよく追随し
ていた。小人数編成でソロ回しがあ

る楽曲に向いている」、「インディー
ズバンドのプロモーションに使えそ
う」と完成度の高さや実用性、市場
性が高く評価された。
　優秀賞にはチーム・SDMの「360 
Square」が受賞。会場内に設置され
た複数の360度カメラで収録し、3
次元のさまざまな視点からの映像と
音を視聴できる。特定の楽器の音色
だけ聞くといったことも可能だ。
 そのほか、アイドルの腕の動きの角
度やスピードを検知して、その方向
にいる観客のウチワが光る「投げキッ
スウチワ」、観客の盛り上がりを感
知して、スクリーンで視覚化するソ
リューションや、アーティストの脳波
を映像で表現したものなど、市場性、
話題性に富んだアイデアが集まった。
ミュージック・シーンだけでなく、ビ
ジネスイベントの体験提供をも加速
するヒントにあふれていた。

アイドルの腕の動きを感知して光る
「投げキッスウチワ」

最優秀賞に輝いたLiveCJ
Photo:Yuma Totsuka

1DAY KYOTO CAFE

「フォトジェニック」と「SNS」を意識したイベント
トークイベントでは、編集長とOZの女子旅モデル田中里奈さんによる対談ではフォトジェニックな写
真が撮れるスポットの紹介。そして「春の京都」を描いたフォトスポットが用意され、撮影した画像は
SNSフォトプリントサービス「#SnSnap」によりオリジナルフォトカードにして持ち帰ることができた。

2月10日発売のオズマガジン「京都特集」を記
念して、2月11日(土・祝)に“日帰り京都”の
魅力を伝えるイベント「1DAY KYOTO CAFE」
が代官山T-SITE GARDEN GALLERYで開催
された。編集部による、京都のおすすめスポット
の紹介や、京都で人気のお菓子の配布が行われ
た。注目は、舞妓さんによる舞の披露。女性グルー
プやファミリーが楽しめるイベントだった。

Shar
e 
the
Even

t ！ 代官山で『春の京都』が体験できる？！
1日限定で日帰り京都の魅力を。
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イベントレポート

　キリンビールが開催する「GRAND 
KIRIN　CRAFT BEER ROOM」
は、クラフトビールが楽しめる無料テ
イスティングイベント。グランドキリ
ンびあのわ会員が集まり、学び系セミ
ナーというよりも、文化を体験するイ
ベントにカジュアルダウンして、２月
から場所も新たに行われている。
　イベントを企画したのは、グラン
ドキリンの商品開発からコミュニケー
ションプランまで担当する白石大悟さ
ん。白石さんはイベントで講師も務め、
自らクラフトビールの伝道師役となっ
ている。
 「きっかけは『日常でどのようにクラ
フトビールを楽しんでよいかわからな
い』という声でした」（白石さん）
　グランドキリンは料飲店での扱いが
少なく、コンビニなどの店頭でクラフ
トビールの楽しみ方を知ってもらうに
は限界がある。また、個性的な味のた
め、予備知識がないと好みでない味
を選んでしまい失敗することもあると
いう。

 「楽しみ方を知る機会を提供したい」
という理由と、「ジョッキでビールを飲
むのが主流の日本のビール文化を、お
うちでクラフトビールにシフトするに
は、実体験による驚きや発見を通して
“おもしろい”と思ってもらうことが必
要」だと感じ、コミュニケーションプ
ランに体験コンテンツのイベントをプ
ラス。昨年からイベントを30回以上
開催し、30～50人程度のセミナー型
だったものを、現在はより距離が近く、
密にコミュニケーションがとれるスタ
イルに近づけた。
　２月８日に代官山で行われた
「GRAND KIRIN　CRAFT BEER 
ROOM」には、20名が参加。白石さ
んは、グランドキリンのラベルに描か

れた醸造家の謎から、ビアスタイルの
選び方のポイント、一般的なビールと
の工程の違いを実験も織り交ぜて話
す。また、シュピゲラウのクラフトビー
ル専用グラスが用意され、動画付きの
セミナーでの比較試飲体験、100種
類以上あると言われるスタイル分類の
解説をしながら６種類の試飲体験な
ど、濃厚な内容だ。「このイベントを
通じて、少しでもクラフトビールを理
解していただき、日常でも楽しんでい
ただくことで、生活を豊かにしてほし
い」という想いが込められていた。
　驚きと発見、知識と体験が詰まっ
たイベントだけれど、難しい顔をした
人のいないイベントだった。

勉強会以上飲み会未満な理由 
「GRAND KIRIN　CRAFT BEER ROOM」

Photo: Yuma Totsuka

キリンビール株式会社
マーケティング部商品
開発研究所
商品開発グループ
白石 大悟さん


